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はじめに

クルーグマンの新貿易理論、メリッツの新々貿易理論と、現代の国際貿易理論では、独占的競争モデル
が仮定されていることが多い。そのとき、CES（Constant Elasticity of Substitution）型選好が多用され
ている。CES 型効用関数では、財の代替しやすさが一定である、つまり代替の弾力性 σ が一定である。
本資料では、典型的な CES 型選好を使っている Yeaple（2008）を例にして、CES 型選好から需要を導出
する過程を説明する。

Step 1
まず、選好は以下のように与えられる。

U =
β

α
ln
(∫

ω∈Ω
x(ω)αdω

)
+ (1− β) lnY (1)

ここで、各バラエティ ω の消費量が x(ω) である。この差別財 x(ω) に関する選好は CES 型である。Y
財は同質財と仮定している。

• x(ω)：差別財。連続的に定義された財のバラエティの消費量（例えば、区間 [0, 1] 上のメジャーゼロ
でない集合）

• Y ：もう一つの財（例えば、他の消費財や残余所得）。同質財。

• α ∈ (0, 1)：代替の弾力性 σ を決めるパラメータ。α = σ−1
σ であり、 σ = 1

1−α > 1 である。

• β ∈ (0, 1)：差別財と同質財のどちらを好むかの効用における重み。

効用関数を書き直す。

U =
β

α
ln
(∫

x(ω)αdω

)
+ (1− β) lnY (2)

= β ln
(∫

x(ω)αdω

) 1
α

︸ ︷︷ ︸
X

+(1− β) lnY

≡ β lnX + (1− β) lnY

この書き直した効用関数は、効用関数は (Xβ)(Y 1−β) の対数形であり、コブ＝ダグラス型効用関数であ
る。
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• X：各バラエティの消費 {x(ω)} を集約した合成財

• 効用関数は lnX と lnY の加重和

まず X と Y の最適消費量を求める。

max
X,Y

U(X,Y ) s.t. E = P1X + P2Y (3)

ラグランジェアン L を設定すると

L = β lnX + (1− β) lnY + λ (E − P1X − P2Y ) (4)

ラグランジェアン L を X、Y 、λ で微分してゼロとおけば、最適消費量が次のように求められる。

X =
βE

P1
≡ E1

P1
, Y =

(1− β)E

P2
(5)

Step 2
Step 1 で差別財全体の最適消費量が求められたので、差別財全体への支出 E1 を所与として、次に、差
別財 X の各バラエティ x(ω) の最適消費量を求める。

max
x(ω)

X =

(∫
x(ω)αdω

) 1
α

s.t. E1 =

∫
p(ω)x(ω)dω (6)

ラグランジェアン H を設定すると、

H =

(∫
x(ω)αdω

) 1
α

+ h

(
E1 −

∫
p(ω)x(ω)dω

)
(7)

ラグランジェアン H を x(s) で微分して、ゼロとおく：

∂H

∂x(s)
=

1

α

(∫
x(ω)αdω

) 1−α
α

αx(s)α−1 − hp(s) = 0 (8)

⇐⇒ hp(s) = x(s)α−1

(∫
x(ω)αdω

) 1−α
α

(9)

同様にして、

hp(t) = x(t)α−1

(∫
x(ω)αdω

) 1−α
α

(10)
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上の 2 式から、

p(s)

p(t)
=

(
x(s)

x(t)

)α−1

(11)

⇐⇒ x(s) =

(
p(s)

p(t)

) 1
α−1

x(t) (12)

支出 E1 に代入すると、

E1 =

∫
p(s)x(s)ds =

∫
p(s)

[(
p(s)

p(t)

) 1
α−1

x(t)

]
ds (13)

=
x(t)

p(t)
1

α−1

∫
p(s)

α
α−1ds =

x(t)

p(t)−σ

∫
p(s)1−σds︸ ︷︷ ︸
=P 1−σ

1

= x(t)p(t)σP 1−σ
1

ここで、P1 は、

P1 ≡
(∫

p(s)1−σds

) 1
1−σ

(14)

であり、差別財 X の価格指数である。

よって、
x(t) = p(t)−σP σ−1

1 E1 (15)

また、E1 = βE であるので、
x(t) = p(t)−σP σ−1

1 βE (16)

よって、バラエティ x(ω) の最適消費量は、

x(ω) = p(ω)−σP σ−1
1 βE (17)
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